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一
　黄体の機能が正常に発現 されるためには，視床下部 一下垂体 一卵巣系の内分泌的調節機

構により正常な卵胞成熟過程を経 て排卵がおこ り ， 黄体化 した 顆粒膜細胞か ら十分な il生ス

テ ロ イドホ ルモンが産生分泌され ることが肝要である．それとともに黄体からのホルモン

分泌によ り子宮内膜が着床に向け て適切な形態的変化 を遂げることも広義の正常黄体機能

とい える．本稿では，黄体機能に影響を及ぼす病態につ い て述べ た後 ， 現行 の臨床的な黄

体機能評価 法に つ いて まとめて みたい．

1．卵胞発育 の週程で 十分な FSH 刺激を 受

けない と排卵後完全な黄体機能 を発現する

ことがで きす ， また排卵前の L トiサージが

不十分な場合 には，排卵 しても黄体化が不

完全とな り黄体機能不全となる，また ， 排

卵後の黄体機能の維持 には LH の脈波的な

刺激を要する．さ ら に黄体の LH レセブタ

ー
の消退には ， エ ストラジオール （E，

，）や

フロス タ グラ ンデ ィ ンが重要な役割 を演じ

る こ とも明ら かに な っ て おり ， 黄体機能の

調節との関連が注目されている．

　　高ブロ ラ ク チ ン （PRL ）血 症 も黄体機

能 に影響を与 える因子の一
つ である。

　（表 1 ）黄体機能不全 をきたす病因

1，黄体か ら の 黄体ホ ル モ ン を主とす る

　ステ 財 、∬塗1庶 ン勲翁泌笶象

　　・卵胞期の F＄H分泌不 盒

　　・排卵 前の LH サ
ージが不 十分

　　。黄 体刺激亦ルモンの 分泌 不全

　　 。 黄 体細胞のしH に対す る反応不 全

　 ・嵩 プm ラクチン 血癨

　　。ゴナ下ドO ピン 療法

2．ス テ ロ イ ドホル モ ン レベ ル は正常で あ るが ，

　 それ に対す る子筥 内膜の反 応 不 全

　　。子宮 内膜の 機能異常

　 　・子 宮内膜の ス テO イ ドホルモ ン

　 　 レセプターの舞 常

3．黄体化 非破裂卵胞（LUF）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 高 PRL 血症では ， 視床下部からの GnRH 分泌抑

制と下垂体か らの ゴナ ドトロ ピン分泌のパルス頻度の低下が認め られてお り，また黄体

への直接的な抑制作用もある．

　 ゴナ ドトロ ピン （hMG −hOG ）療法で は非生理的な刺激によ り多数 の卵胞が発育し，

総 E 、レベ ルは上昇 するが個々 の 卵胞は成熱域に 達して いな い．顆粒膜細胞 も少なく ，

そ こに hCG に よ り個々 の卵胞に対 して 十分 とはいえない刺激が加 わると，十分な黄

体形成 に至 らす早期黄体退縮がおこ る場合がある．

2．卵巣のス テ ロイ ドホルモン産生能 が正常 であっ ても ， それに対する子筥内膜の反応牲

が不良であれば広義の黄体機能不全と な る．こ の場合 ， 子宮 内膜の 巳 なら び にブ ロゲ

ステロ ン （P）レセブク
ー

の 減少 あるい は欠如も考慮 しなければな らない．

3．内分泌学的に は黄体化現 象を示 すもの の卵胞の破裂が障謇されて 卵子が排出されない

黄体化非破裂卵胞 （Luteinizθd　 unruOtured 　 fOllicle：LUF ）で は，黄体細胞における

P 産生の低 下ある いは卵胞破 裂障害 による P の循環系へ の放出低下 の た め ， 黄体機 能

不全を呈す る場合が多い，
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〔1．基礎体温 （BBT ）測定〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　黄体機能の評価法として簡便で負担が少ない方法が BBT 測定で ある．正 常排卵周期を

有する婦人 の BB 下 は ， 排卵後黄体から分泌 される p の 体温上昇作用により卵胞期の 低温

相と黄体期の高温相の 二相性曲線を示す．

1．基礎体温 型分類 （松本 ）

　　 BBT は排卵の膏無，排卵 の時期に関す る情報となる と同時に，その 高温相の状態の

　分析 によ り黄体機能を判定することができる．図 1の七型のう ち皿〜V 型が黄体機能の

　異常を示す．
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　　　　　　　　　　　　　　　（図 1 ）基礎体温型分類

2．高温相面積指数 （Planimetric　luteal　lndex ：PLr）（図 2）

　　 BBT 曲線か ら黄体機能をよ り客観的に数値と して 評価する 万法 に PLIがある．　 PLI

　は基線に平行 に引いた低温相の温度平均の直線と高温相の体温曲線に囲まれた面積を単

　位面 積 （縦O，05℃分×横 1日分）で 割っ た値で あ る ．黄体機能が正 常な 場合は PLIが

　 50〜150点を示 し （平均100点），黄体機能不全では50点以下になる．

3．着床期面積指数 （Planimetric　nidatOry 　index：PNI）

　　 P 凵 を推定排卵日から 8日まで で切 っ て算出 し ， 着床時点での黄体機能 を判定 しよう

　と するもの が PNI で ある，妊娠成立周期の PNI は32．5〜 91。5 （平均57。3）を示 す．

4．BBT 上昇日数による 診断

　　石丸 らは，BBT の 上昇日数 （最終低温日から平均低温相温度より0。3℃以上の体温に
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　　　　　　　　　　　　　　（図 2 ）高温椙面積指数（PLD

　達するまで の 日数）が 4日以上の時有意に P 分 泌低 下を認め ， また50％に内膜 異常を

　認める こ とか ら黄体機能異常の予知が可能である としている ．

（皿．血中ホルモ ン値測定）

f．Im中 P

　　黄体で 産生される p は分泌期子宮内膜の 形成に必須で ， そ の皿 中動態が も っ と も有

　用な黄体機能評価の指標 になる．黄体期初期 ， 中期 ， 後期の 3点で の血中 P 値 （表 2）

　を分析するのが理想的であるが，憶 採血で は着床の時期に当たる黄体期中期を選択 す

　る．そ の場合の 正常値は10ns／ mr 以 上と い うの が一般的で あ る．ま た ， 動的黄体機能

　評価法として ， 萸体期 ア日目から 3日間 hOG 製剤5， 000単位を連日筋注 し， 投与前 （ア

　日目）と11日目に血中 P 値を測定，hCG 刺激 に反応 して P レベルが上昇するか否かに

　より妊卵の着床と維持に直接関連 した黄体の機能を評価する検査も提唱されている．

（表 2）自然排卵周期におけ る 妊娠例 と非妊娠例の 黄体期血中ホ ル モ ン レ ベ ル

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Mean ±SD ）

2．血中 E 、

　　巳 は黄体期子宮内膜の P レセプターを増加 させ P の作用を増強す る．また，下垂体

　から LH を放出させ る ととも 1：　LH が黄体の LH レ セ ブク
ー

に 作用する 際に も促進的に

　作用する．黄体期中期の血中 E，レベ ルは個人差が大 きい が，正常値 は100t−−200pg／ mi

　とするの が ， 妥当と考えられる （表 2）．

3．P／E ，比

　　子宮内膜での正常な着床期の環境 を形成する ［こは P のみ なら す E ，も重要な役割を 有

　する こ とは明ら かで ， 両者の量的なtr率　P ／E 、比を考慮 しなければならない．自然排卵

　周期で は妊娠例と非妊娠例 と の闘 に有意差 はみ られ な か っ たが （表 2）， P ／E 、比が60
　以下を示すも の は異常とい える．

4．血中 PRL

　　血中 PRL の 基礎レ ベル が15〜20n8／ml （IRMA 法）以上で あ っ た り，　 TRH テ ス ト
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　で Deak 値 が80ng／ml 以上の症例 は ， 前述 した機序で黄体機能に悪影響 を及 ぼす可能

　性があ り治療を要する．

〔di．子宮内膜 日付診〕

　子宮内膜日付診は NOyes により確立 された基準に基づ き，子宮底部よ り採取 され た内

膜組織 を用いて行 う，組織採取の時期と して は着床期 に当たる黄体期中期 とするのが一般

的であるが，黄体期後期に比べて正常であ っ てもズレが生じやすいという指摘もある．表

3に示すよう rこ子宮内膜Eヨ付診所見が inphase であ っ た症例の黄体期 P，　E，レベ ル は Out

of 　 phase の症例 iこ比べても両者の間に推計学的な有意差はみられ ていない．したがっ て

子 宮内膜日付診の結果が Out 　Of 　Dhase の 場合 には再検を行 うなど ， その 解釈には慎重で

なければならない．

　　　　　 （表 3）黄体期中期の 子宮内膜日付診所見と血中プロ ゲ ス テ ロ ン（P），

　　　　　　　 　 エ ス トラ ジオ ール （E2）レ ベ ル お よ び P／E2比と の関係

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Mean ± SD ）

〔IV，超音波断層法〕

1．排卵時卵胞径の測定

　　黄体機能異常は foHiculOsenesisの 異常に続発する もの で あり ， 排卵前の卵胞か ら黄

　体， 子 宮内 膜 に 至 る 連続 的 な病態 と考え ら れ る．超 音波 断層法 によ り 形態学的に

　foH［culOgenesls の 状態 と黄体機能との 関連を検討した Ying　et 　 al．の報告で は ， 黄体

　機能不全 の認められる症例の39％に排卵時の卵胞径が正常範囲以下で あっ た．

2．LUF の診断

　　黄体機能不全 症のうち約15％ に LUF がみ られると報告 され て い る．　 LUF で は BBT

　上昇後も排卵徴候を認めす ， 超音波断層法にお い てダグラス窩貯留液がなく ， 黄体期に

　な っ て も増大 し続ける卵胞径 を確認することによ っ て診断が可能 になる．

一
　黄体機能を評価する場合 ， 上記の 検査法に よる 結果を総合的に 評価する こと が重要で あ

る．また 黄体機能に異常が認められる場合，必すしも笛周期 ではなく散発的に出現するこ

と が多い こ とも留意すべきで ある．黄体機能評価は ， 不妊症治療の観点か らは着床の 成立

によ っ て なされるもの である が，着床現象には未だ解明され ていな い機構が数多 く存在す

る．この 意味から今後広義の 黄体機能 評価法と して ， 新しい orosoective な方法の 開発

が待たれる ところである．
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